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第２章 地域の現況と災害の発生状況 

２ .１ 地域の現況  

能代 山本 広 域市 町村 圏組 合は 、能代 市・藤 里町・三 種 町・八峰 町 の 4 市 町を 構成 市町

とし て、 常 備消 防及 び救 急に 係 る事 務を 共同 処理 し てい る。

当該 地域 は 秋田 県の 北西 部に 位 置し、東は 出羽 丘陵 の 森林 地帯、西は 日本 海 に面 する

面積 1,191km 2 、人口 約 8 万 人の 地域 であ る。また 、北 には 世 界自 然遺 産 であ る白 神山

地が 連な り、能代 市内 の中 央を 奥 羽山 脈に 源を 発す る １級 河川 米代 川が 流 れ、日 本海 に

注い でい る 。

（1） 人 口及 び世 帯 数 等

能代 山本 広 域市 町村 圏組 合の 構 成区 域を 図 2.1.1 に、市 街地・準市 街地 等 の区 分を 図

2.1.2 に 示す 。  

また 、管 内 の人 口及 び 世帯 数、中 高層 建物 数 、危 険物 施 設数 、防 火 対象 物数 を 表 2.1.1
に示 す 。こ れら に つ いて 、地域 内の 分 布 をメ ッシ ュ マッ プと して 示し た もの が図 2.1.3

～2.1.7 であ る。  

表 2.1.1 評 価対 象地 域の 人口 、 世帯 数、 中高 層建 物 数等 （2019 年 3 月 31 日 現在 ）  

構成 区域 人口 世帯 数 中高 層建 物 数 危険 物施 設 数 防火 対象 物 数 

能代 地区 44,183 20,480 223 277 2,134 

二ツ 井地 区 8,636 3,887 7 54 237 

藤里 町 3,252 1,364 3 24 113 

琴丘 地区 4,612 1,921 0 28 146 

山本 地区 6,278 2,737 0 34 168 

八竜 地区 5,632 2,253 1 30 179 

八森 地区 3,425 1,542 3 26 100 

峰浜 地区 3,690 1,531 2 25 91 

計 79,708 35,715 239 498 3,168 
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図 2.1.1 構 成区 域  
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図 2.1.2 地 区区 分  

市街地
準市街地
その他
高速道路インター

0 4500m

15



図 2.1.3 人 口分 布  
※1 メッ シュ の大 きさ は、お よそ 東西 134m、南北 116m であ る（ 以下同 様）。

なし
10 人／ﾒｯｼｭ 以内
10 -- 20 人／ﾒｯｼｭ
20 -- 30 人／ﾒｯｼｭ
30 -- 40 人／ﾒｯｼｭ
40 人／ﾒｯｼｭ 超

0 4500m
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図 2.1.4 世 帯数 分布  

なし
5 世帯／ﾒｯｼｭ 以内
5 -- 10 世帯／ﾒｯｼｭ
10 -- 15 世帯／ﾒｯｼｭ
15 -- 20 世帯／ﾒｯｼｭ
20 世帯／ﾒｯｼｭ 超

0 4500m
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図 2.1.5 中 高層 建物 分布  

なし
0.1 棟／ﾒｯｼｭ 以内
0.1 -- 0.2 棟／ﾒｯｼｭ
0.2 -- 0.3 棟／ﾒｯｼｭ
0.3 -- 0.4 棟／ﾒｯｼｭ
0.4 棟／ﾒｯｼｭ 超

0 4500m

18



図 2.1.6 危 険物 施設 分布  

なし
0.1 施設／ﾒｯｼｭ 以内
0.1 -- 0.2 施設／ﾒｯｼｭ
0.2 -- 0.3 施設／ﾒｯｼｭ
0.3 -- 0.4 施設／ﾒｯｼｭ
0.4 施設／ﾒｯｼｭ 超

0 4500m
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図 2.1.7 防 火対 象物 分布

なし
0.5 棟／ﾒｯｼｭ 以内
0.5 -- 1 棟／ﾒｯｼｭ
1 -- 1.5 棟／ﾒｯｼｭ
1.5 -- 2 棟／ﾒｯｼｭ
2 棟／ﾒｯｼｭ 超

0 4500m
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（2） 道 路及 び消 防 署 所

管内 の道 路 ネッ トワ ーク 及び 各 消防 署所 の位 置は 、 図 2.1.8 の とお りで あ る。 消防

車両 は、 こ れら の道 路ネ ット ワ ーク の最 短時 間と な るル ート を走 行し て 出動 する もの

と考 える 。 その とき の走 行速 度 は、 図に 色分 けし て 示し たと おり であ る 。

なお 、高速 道路 上 で 発生 する 事 故に つい ては 、IC（ イ ンタ ーチ ェン ジ ）付 近に 仮 想 的

な地 区を 設 定し 、そ こへ 出動 す るも のと して 算定 を 行う （ IC から 現場 へ 到着 する まで

の時 間 は 5 分と 仮定 する）。  
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図 2.1.8 道 路状 況と 署所 位置  
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２ .３ 災害の発生状況  

管内 の建 物 火災 、救 急事 案、 救 助事 案の 発生 件数 を 表 2.3.1 に 、最 近の 救 急隊 の出

場件 数と 平 均到 着時 間及 び平 均 活動 時間 を表 2.3.2 に 示す 。 ま た、 建物 火 災、 救急 事

案及 び救 助 事案 の発 生件 数の 分 布を 図 2.3.1～2.3.4 に示 す 。  

なお 、 図 2.3.1 は 実 績 に基 づく 建 物火 災、 図 2.3.2 は世 帯比 例 の 建物 火災 の 発生 分

布を メッ シ ュ図 とし て表 した も ので ある 。図 2.3.1 に 示す よ う に、 建物 火 災発 生件 数

は少 なく 、 地区 によ って は発 生 して いな いと ころ も ある 。こ のこ とを 踏 まえ 、本 調査

では 建物 火 災の 発生 が世 帯数 の 分布 に比 例す るも の と仮 定し て、 次式 に より 求め られ

る世 帯比 例 の建 物火 災分 布を 地 区の 建物 火災 発生 件 数と して 用い る。

地区 の建 物 火災 発生 件数 

＝ 構成 区 域の 建物 火災 総数×（ 地区 の 世帯 数／ 構 成区 域の 総世 帯数 ） 

表 2.3.1 建 物火 災、 救急 事案 、 救助 事案 の発 生件 数  

構成 区域 
建物 火災 

（2009-2018 年 ） 

救急 事案 

（2014-2018 年 ） 

救助 事案 

（2009-2018 年 ） 

能代 地区 100 8,952 226 

二ツ 井地 区 26 1,991 70 

藤里 町 9 819 29 

琴丘 地区 12 980 53 

山本 地区 14 1,180 30 

八竜 地区 15 1,099 25 

八森 地区 6 849 32 

峰浜 地区 8 620 18 

計 190 16,490 483 
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表 2.3.2 救 急隊 の出 場状 況（ 2018 年中 ）  

消防 署所 救急 隊数 
出動 件数

（件 ） 

平均 出動 時 間

（分 ） 

平均 活動 時 間

（分 ） 

能代 消防 署 1 1,061 6.9 59.2 

能代 消防 署 東能 代出 張所 1 315 9.3 59.1 

能代 消防 署 向能 代出 張所 1 409 7.3 67.1 

能代 消防 署 西消 防出 張所 0 － － － 

二ツ 井消 防 署 1 362 7.2 88 

二ツ 井消 防 署藤 里分 署 1 170 7.5 97 

三種 消防 署 2 664 7.9 91.1 

三種 消防 署 上岩 川分 署 0 － － － 

八峰 消防 署 1 280 7.8 70 

計/平 均 8 3,261 7.5 72.8 
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図 2.3.1 建 物火 災発 生分 布（ 実 績）  

なし
0.003 件／ﾒｯｼｭ 以内
0.003 -- 0.006 件／ﾒｯｼｭ
0.006 -- 0.009 件／ﾒｯｼｭ
0.009 -- 0.012 件／ﾒｯｼｭ

0.012 件／ﾒｯｼｭ 超

0 4500m

27

































































































































































図 5.2.10 救 急 車の 走行 時間 （８ 署 所体 制・ 配置 案）  

4.5 分 以内
4.5 -- 6 分
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 分 超

0 4500m
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表 5.2.6 救 助工 作 車 の運 用効 果（ ８ 署所 体制 ・配 置案 ） 

図 5.2.11 救助 工作 車の 運用 効果 （ ８署 所体 制・ 配置 案 ） 

能代地区 226 44 (3) 79 - 98 - 100 - 100 - 6.5 (-0.2)

二ツ井地区 70 45 - 73 - 93 - 95 - 99 - 7.4 -

藤　里　町 29 0 - 10 - 50 - 79 - 100 - 15.5 -

琴丘地区 53 0 (-4) 7 (-43) 65 (-26) 91 (-6) 100 - 15.0 (4.3)

山本地区 30 0 (-10) 37 (-11) 83 (-1) 95 (-1) 100 - 11.7 (1.0)

八竜地区 25 68 (8) 100 (21) 100 - 100 - 100 - 4.4 (-1.0)

八森地区 32 0 - 0 - 0 - 19 - 100 - 24.5 -

峰浜地区 18 0 - 5 - 48 - 94 - 100 - 15.2 -

全　　　域 483 31 (1) 57 (-4) 81 (-3) 91 (-1) 100 - 9.9 (0.5)

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
救助事案
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]5分以内 10分以内 15分以内 20分以内 30分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

5分以内 10分以内 15分以内 20分以内 30分以内

0 5 10 15 20 25

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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図 5.2.12 救 助 工作 車の 走行 時間 （ ８署 所体 制・ 配置 案 ）  

5 分 以内
5 -- 10 分
10 -- 15 分
15 -- 20 分
20 -- 30 分
30 分 超

0 4500m
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表 5.3.1 第 1 着 ポン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ①・ 配 置案 ） 

 

図 5.3.1 第 1 着 ポン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ①・ 配 置案 ） 

能代地区 100 77 (-7) 85 (-4) 93 (-2) 99 (-1) 100 - 3.7 (0.5)

二ツ井地区 26 60 - 71 - 82 - 96 - 98 - 5.4 -

藤　里　町 9 73 - 86 - 95 - 99 - 100 - 3.7 -

琴丘地区 12 13 (2) 50 (30) 78 (14) 89 (-7) 99 (1) 7.3 (-0.9)

山本地区 14 6 (-2) 27 (14) 64 (23) 91 (-1) 99 (-1) 8.4 (-1.1)

八竜地区 15 61 (22) 80 (29) 95 (18) 100 (4) 100 - 4.3 (-1.9)

八森地区 6 30 - 52 - 79 - 94 - 100 - 6.6 -

峰浜地区 8 32 - 49 - 83 - 100 - 100 - 6.2 -

全　　　域 190 61 (-2) 74 (3) 88 (3) 97 (-1) 99 - 4.8 -

　　　

　 　

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 2 4 6 8 10

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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表 5.3.2 第 2 着 ポン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ①・ 配 置案 ） 

 

図 5.3.2 第 2 着 ポン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ①・ 配 置案 ） 

能代地区 100 30 (-24) 60 (-19) 88 (-4) 96 (-2) 100 - 6.2 (1.2)

二ツ井地区 26 60 - 71 - 82 - 96 - 98 - 5.4 -

藤　里　町 9 0 - 0 - 15 - 77 - 94 - 12.1 -

琴丘地区 12 0 (-2) 0 (-9) 2 (-49) 54 (-30) 84 (-4) 14.4 (4.2)

山本地区 14 0 (-5) 2 (-8) 18 (-12) 70 (-4) 89 - 12.6 (1.1)

八竜地区 15 61 (22) 80 (29) 95 (18) 100 (4) 100 - 4.3 (-1.9)

八森地区 6 30 - 52 - 79 - 94 - 100 - 6.6 -

峰浜地区 8 32 - 49 - 82 - 100 - 100 - 6.3 -

全　　　域 190 31 (-11) 51 (-9) 73 (-5) 91 (-3) 97 - 7.2 (0.8)

　　　

　 　

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 3 6 9 12 15

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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表 5.3.3 第 3 着 ポン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ①・ 配 置案 ） 

 

図 5.3.3 第 3 着 ポン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ①・ 配 置案 ） 

能代地区 100 0 (-62) 2 (-85) 46 (-51) 99 (-1) 100 - 13.6 (7.4)

二ツ井地区 26 0 - 22 - 65 (-13) 93 - 97 - 12.4 (0.4)

藤　里　町 9 0 - 15 - 77 - 94 - 99 - 12.1 -

琴丘地区 12 0 - 2 (2) 54 (-8) 84 (-2) 89 (-10) 14.4 (0.6)

山本地区 14 0 - 12 (12) 69 (47) 89 (5) 94 (-4) 12.9 (-2.8)

八竜地区 15 0 - 1 (1) 53 (29) 82 (1) 97 - 14.4 (-1.3)

八森地区 6 0 - 0 - 0 - 37 - 80 - 19.6 -

峰浜地区 8 0 - 8 - 81 - 98 - 100 - 11.6 -

全　　　域 190 0 (-33) 6 (-44) 53 (-23) 93 - 98 (-1) 13.5 (3.7)

　　　

　 　

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 5 10 15 20

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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表 5.3.4 第 4 着 ポン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ①・ 配 置案 ） 

 

図 5.3.4 第 4 着 ポン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ①・ 配 置案 ） 

能代地区 100 0 (-25) 1 (-73) 44 (-51) 98 (-2) 100 - 13.7 (5.9)

二ツ井地区 26 0 - 0 - 0 (-4) 17 (-63) 81 (-12) 21.3 (4.0)

藤　里　町 9 0 - 0 - 0 - 0 - 0 (-42) 28.0 (4.5)

琴丘地区 12 0 - 0 - 0 - 0 - 41 (-13) 24.1 (0.3)

山本地区 14 0 - 0 - 17 (5) 63 (3) 85 - 17.9 (-0.4)

八竜地区 15 0 - 0 - 16 (-4) 79 (-1) 96 - 16.2 (0.1)

八森地区 6 0 - 0 - 0 - 17 (-15) 63 (-16) 22.0 (2.0)

峰浜地区 8 0 - 0 (-6) 39 (-30) 93 (-6) 100 - 14.4 (1.8)

全　　　域 190 0 (-13) 0 (-39) 28 (-29) 69 (-10) 86 (-5) 16.9 (4.0)

　　　

　 　

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 5 10 15 20 25 30

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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図 5.3.5 第 1 着 ポン プ車 の走 行時 間 （７ 署所 体制 ①・ 配 置案 ）  

  

4.5 分 以内
4.5 -- 6 分
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 分 超

0 4500m
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図 5.3.6 第 2 着 ポン プ車 の走 行時 間 （７ 署所 体制 ①・ 配 置案 ）  

  

4.5 分 以内
4.5 -- 6 分
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 分 超

0 4500m
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図 5.3.7 第 3 着 ポン プ車 の走 行時 間 （７ 署所 体制 ①・ 配 置案 ）  

  

6 分 以内
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 -- 22.5 分
22.5 分 超

0 4500m
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表 5.4.1 第 1 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ） 

 

図 5.4.1 第 1 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ） 

能代地区 100 84 - 90 (1) 95 - 99 - 100 - 3.3 (0.1)

二ツ井地区 26 60 (-1) 71 (-1) 82 - 96 - 98 - 5.4 -

藤　里　町 9 0 (-73) 0 (-86) 15 (-80) 77 (-22) 94 (-6) 12.1 (8.4)

琴丘地区 12 13 (2) 50 (30) 78 (14) 89 (-7) 99 (1) 7.3 (-0.9)

山本地区 14 6 (-2) 27 (14) 64 (23) 92 - 99 (-1) 8.4 (-1.1)

八竜地区 15 61 (22) 80 (29) 95 (18) 100 (4) 100 - 4.3 (-1.9)

八森地区 6 30 - 52 - 79 - 94 - 100 - 6.6 -

峰浜地区 8 32 - 49 - 83 - 100 - 100 - 6.2 -

全　　　域 190 61 (-2) 72 (1) 85 - 97 (-1) 99 - 4.9 (0.1)

　　　

　 　

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 3 6 9 12 15

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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表 5.4.2 第 2 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ） 

 

図 5.4.2 第 2 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ） 

能代地区 100 39 (-15) 73 (-6) 91 (-1) 98 - 100 - 5.5 (0.5)

二ツ井地区 26 60 - 71 - 82 - 96 - 98 - 5.4 -

藤　里　町 9 0 - 0 - 15 - 77 - 94 - 12.1 -

琴丘地区 12 0 (-2) 0 (-9) 2 (-49) 54 (-30) 84 (-4) 14.4 (4.2)

山本地区 14 0 (-5) 2 (-8) 18 (-12) 71 (-3) 89 - 12.5 (1.0)

八竜地区 15 61 (22) 80 (29) 95 (18) 100 (4) 100 - 4.3 (-1.9)

八森地区 6 30 - 52 - 79 - 94 - 100 - 6.6 -

峰浜地区 8 32 - 49 - 82 - 100 - 100 - 6.3 -

全　　　域 190 36 (-6) 58 (-2) 75 (-3) 92 (-2) 97 - 6.9 (0.5)

　　　

　 　

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 3 6 9 12 15

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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表 5.4.3 第 3 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ） 

 

図 5.4.3 第 3 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ） 

能代地区 100 25 (-37) 76 (-11) 96 (-1) 100 - 100 - 7.7 (1.5)

二ツ井地区 26 0 - 0 (-22) 17 (-61) 80 (-13) 93 (-5) 16.9 (4.9)

藤　里　町 9 0 - 0 (-15) 0 (-77) 0 (-94) 42 (-58) 23.5 (11.4)

琴丘地区 12 0 - 2 (2) 54 (-8) 84 (-2) 89 (-10) 14.4 (0.6)

山本地区 14 0 - 12 (12) 70 (48) 89 (5) 94 (-4) 12.8 (-2.9)

八竜地区 15 0 - 1 (1) 55 (31) 83 (1) 97 - 14.3 (-1.4)

八森地区 6 0 - 0 - 0 - 37 - 80 - 19.6 -

峰浜地区 8 0 - 8 - 81 - 98 - 100 - 11.6 -

全　　　域 190 13 (-19) 42 (-9) 69 (-7) 87 (-6) 94 (-4) 11.6 (1.8)

　　　

　 　

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 5 10 15 20 25

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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表 5.4.4 第 4 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ） 

 

図 5.4.4 第 4 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ） 

能代地区 100 0 (-25) 1 (-72) 46 (-50) 99 (-1) 100 - 13.6 (5.8)

二ツ井地区 26 0 - 0 - 0 (-4) 18 (-62) 81 (-12) 21.2 (3.9)

藤　里　町 9 0 - 0 - 0 - 0 - 0 (-42) 28.0 (4.5)

琴丘地区 12 0 - 0 - 0 - 0 - 54 - 23.8 -

山本地区 14 0 - 0 - 18 (6) 63 (3) 85 - 17.8 (-0.5)

八竜地区 15 0 - 0 - 22 (3) 81 (2) 97 (1) 15.8 (-0.3)

八森地区 6 0 - 0 - 0 - 17 (-15) 63 (-16) 22.0 (2.0)

峰浜地区 8 0 - 0 (-6) 44 (-25) 94 (-4) 100 - 14.1 (1.5)

全　　　域 190 0 (-13) 1 (-38) 29 (-27) 70 (-9) 87 (-4) 16.7 (3.8)

　　　

　 　

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 5 10 15 20 25 30

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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図 5.4.5 第 1 着 ポン プ車 の走 行時 間 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ）  

  

4.5 分 以内
4.5 -- 6 分
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 分 超

0 4500m
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図 5.4.6 第 2 着 ポン プ車 の走 行時 間 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ）  

  

4.5 分 以内
4.5 -- 6 分
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 分 超

0 4500m
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図 5.4.7 第 3 着 ポン プ車 の走 行時 間 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ）  

  

6 分 以内
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 -- 22.5 分
22.5 分 超

0 4500m
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図 5.4.8 第 4 着 ポン プ車 の走 行時 間 （７ 署所 体制 ②・ 配 置案 ）  

  

6 分 以内
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 -- 22.5 分
22.5 分 超

0 4500m
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５ .４ .２ 救急 車の 運 用効 果  

 

表 5.4.5 及び 図 5.4.9 に救 急車 の到 着 状況 を、 図 5.4.10 に 走行 時間 分布 図を 示 す。  

7 署 所 体 制 ② で は 、 藤 里 分 署 に 配 置 さ れ て い た 救 急 車 を 二 ツ 井 消 防 署 に 移 設 し て い

る。 全域 にお け る救 急車 の平 均走 行 時間 は 5.7 分 で あり 、現 状よ りも 0.6 分 長く なる。 

能 代 地 区 の 到 着 状 況 は 現 状 か ら 大 き な 変 化 が な い 。 二 ツ 井 地 区 で は 現 状 よ り も 平 均

走行 時間 が 0.4 分早 くな るが 、藤 里 町で は 8.4 分 長 くな り、 大き な低 下と な って いる。 

三種 町の 運用 効 果は 8 署所 体 制の 場合 と 同様 であ り、 琴 丘地 区及 び山 本地 区 の平 均

走行 時間 は現 状 より もそ れぞ れ 4.3 分 及 び 0.9 分 長く なり 、八 竜地 区で は 1.9 分 早 くな

る。  
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表 5.4.5 救 急車 の 運 用効 果（ ７署 所 体制 ②・ 配置 案） 

 

図 5.4.9 救 急車 の 運 用効 果（ ７署 所 体制 ②・ 配置 案） 

能代地区 1,790 83 - 90 (1) 96 (1) 99 - 100 - 3.4 (-0.1)

二ツ井地区 398 63 (4) 75 (1) 86 (3) 97 - 98 - 4.9 (-0.4)

藤　里　町 164 0 (-67) 0 (-81) 11 (-84) 73 (-26) 94 (-6) 12.5 (8.4)

琴丘地区 196 0 (-3) 0 (-11) 3 (-50) 56 (-29) 85 (-5) 14.2 (4.3)

山本地区 236 0 (-4) 1 (-6) 19 (-13) 70 (-4) 91 - 12.3 (0.9)

八竜地区 220 65 (26) 84 (32) 97 (17) 100 (2) 100 - 4.1 (-1.9)

八森地区 170 26 - 39 - 73 - 89 - 100 - 7.3 -

峰浜地区 124 29 - 54 - 87 - 100 - 100 - 6.0 -

全　　　域 3,298 60 (-1) 68 (-2) 78 (-6) 93 (-3) 98 (-1) 5.7 (0.6)

　　　

　 　

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
救急事案
発生件数
[件/年]

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 3 6 9 12 15

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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図 5.4.10 救 急 車の 走行 時間 （７ 署 所体 制② ・配 置案 ）  

  

4.5 分 以内
4.5 -- 6 分
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 分 超

0 4500m
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表 5.5.1 第 1 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （６ 署所 体制 ・配 置 案） 

 

図 5.5.1 第 1 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （６ 署所 体制 ・配 置 案） 

能代地区 100 77 (-7) 85 (-4) 93 (-2) 99 (-1) 100 - 3.7 (0.5)

二ツ井地区 26 60 (-1) 71 (-1) 82 - 96 - 98 - 5.4 -

藤　里　町 9 0 (-73) 0 (-86) 15 (-80) 77 (-22) 94 (-6) 12.1 (8.4)

琴丘地区 12 13 (2) 50 (30) 78 (14) 89 (-7) 99 (1) 7.3 (-0.9)

山本地区 14 6 (-2) 27 (14) 64 (23) 91 (-1) 99 (-1) 8.4 (-1.1)

八竜地区 15 61 (22) 80 (29) 95 (18) 100 (4) 100 - 4.3 (-1.9)

八森地区 6 30 - 52 - 79 - 94 - 100 - 6.6 -

峰浜地区 8 32 - 49 - 83 - 100 - 100 - 6.2 -

全　　　域 190 57 (-5) 70 (-1) 84 (-1) 96 (-2) 99 - 5.2 (0.4)

　　　

　 　

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 3 6 9 12 15

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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表 5.5.2 第 2 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （６ 署所 体制 ・配 置 案） 

 

図 5.5.2 第 2 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （６ 署所 体制 ・配 置 案） 

能代地区 100 30 (-24) 60 (-19) 88 (-4) 96 (-2) 100 - 6.2 (1.2)

二ツ井地区 26 60 - 71 - 82 - 96 - 98 - 5.4 -

藤　里　町 9 0 - 0 - 15 - 77 - 94 - 12.1 -

琴丘地区 12 0 (-2) 0 (-9) 2 (-49) 54 (-30) 84 (-4) 14.4 (4.2)

山本地区 14 0 (-5) 2 (-8) 18 (-12) 70 (-4) 89 - 12.6 (1.1)

八竜地区 15 61 (22) 80 (29) 95 (18) 100 (4) 100 - 4.3 (-1.9)

八森地区 6 30 - 52 - 79 - 94 - 100 - 6.6 -

峰浜地区 8 32 - 49 - 82 - 100 - 100 - 6.3 -

全　　　域 190 31 (-11) 51 (-9) 73 (-5) 91 (-3) 97 - 7.2 (0.8)

　　　

　 　

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 3 6 9 12 15

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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表 5.5.3 第 3 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （６ 署所 体制 ・配 置 案） 

 

図 5.5.3 第 3 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （６ 署所 体制 ・配 置 案） 

能代地区 100 0 (-62) 2 (-85) 46 (-51) 99 (-1) 100 - 13.6 (7.4)

二ツ井地区 26 0 - 0 (-22) 0 (-78) 18 (-75) 81 (-16) 21.2 (9.2)

藤　里　町 9 0 - 0 (-15) 0 (-77) 0 (-94) 0 (-99) 28.0 (15.9)

琴丘地区 12 0 - 2 (2) 54 (-8) 84 (-2) 89 (-10) 14.4 (0.6)

山本地区 14 0 - 12 (12) 69 (47) 89 (5) 94 (-4) 12.9 (-2.8)

八竜地区 15 0 - 1 (1) 53 (29) 82 (1) 97 - 14.4 (-1.3)

八森地区 6 0 - 0 - 0 - 37 - 80 - 19.6 -

峰浜地区 8 0 - 8 - 81 - 98 - 100 - 11.6 -

全　　　域 190 0 (-33) 2 (-48) 40 (-36) 78 (-15) 91 (-8) 15.5 (5.7)

　　　

　 　

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 5 10 15 20 25 30

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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表 5.5.4 第 4 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （６ 署所 体制 ・配 置 案） 

 

図 5.5.4 第 4 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （６ 署所 体制 ・配 置 案） 

能代地区 100 0 (-25) 1 (-73) 44 (-51) 98 (-2) 100 - 13.7 (5.9)

二ツ井地区 26 0 - 0 - 0 (-4) 11 (-69) 34 (-59) 23.5 (6.2)

藤　里　町 9 0 - 0 - 0 - 0 - 0 (-42) 30.6 (7.1)

琴丘地区 12 0 - 0 - 0 - 0 - 41 (-13) 24.1 (0.3)

山本地区 14 0 - 0 - 17 (5) 63 (3) 85 - 17.9 (-0.4)

八竜地区 15 0 - 0 - 16 (-4) 79 (-1) 96 - 16.2 (0.1)

八森地区 6 0 - 0 - 0 - 17 (-15) 63 (-16) 22.0 (2.0)

峰浜地区 8 0 - 0 (-6) 39 (-30) 93 (-6) 100 - 14.4 (1.8)

全　　　域 190 0 (-13) 0 (-39) 28 (-29) 68 (-11) 80 (-12) 17.3 (4.4)

　　　

　 　

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 5 10 15 20 25 30 35

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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図 5.5.5 第 1 着 ポン プ車 の走 行時 間 （６ 署所 体制 ・配 置 案）  

  

4.5 分 以内
4.5 -- 6 分
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 分 超

0 4500m
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図 5.5.6 第 2 着 ポン プ車 の走 行時 間 （６ 署所 体制 ・配 置 案）  

  

4.5 分 以内
4.5 -- 6 分
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 分 超

0 4500m
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図 5.5.7 第 3 着 ポン プ車 の走 行時 間 （６ 署所 体制 ・配 置 案）  

  

6 分 以内
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 -- 22.5 分
22.5 分 超

0 4500m
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図 5.5.8 第 4 着 ポン プ車 の走 行時 間 （６ 署所 体制 ・配 置 案）  

  

6 分 以内
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 -- 22.5 分
22.5 分 超

0 4500m
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５ .５ .２ 救急 車の 運 用効 果  

 

表 5.5.5 及び 図 5.5.9 に救 急車 の到 着 状況 を、 図 5.5.10 に 走行 時間 分布 図を 示 す。  

6 署 所体 制で は 、東能 代出 張所 に配 置 され てい た救 急車 を 能代 消防 署に 、藤里 分 署 の

救急 車を 二ツ 井 消防 署に 移設 して い る。 全域 にお ける 救 急車 の平 均走 行時 間 は 5.9 分

であ り、 現状 よ りも 0.8 分 長 くな る。  

能 代 地 区 の 到 着 状 況 は 現 状 よ り も や や 低 下 し 、 二 ツ 井 地 区 で は 現 状 よ り も や や 向 上

して いる 。藤 里町 で は、到 着 状況 が大 き く低 下し 、平 均走 行 時間 は現 状よ り も 8.4 分 長

くな る。  

三種 町の 運用 効 果は 8 署所 体 制の 場合 と 同様 であ り、 琴 丘地 区及 び山 本地 区 の平 均

走行 時間 は現 状 より もそ れぞ れ 4.3 分 及 び 1.0 分 長く なり 、八 竜地 区で は 1.9 分 早 くな

る。  
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表 5.5.5 救 急車 の 運 用効 果（ ６署 所 体制 ・配 置案 ） 

 

図 5.5.9 救 急車 の 運 用効 果（ ６署 所 体制 ・配 置案 ） 

能代地区 1,790 76 (-7) 84 (-5) 94 (-1) 99 (-1) 100 - 3.8 (0.3)

二ツ井地区 398 63 (4) 75 (1) 86 (3) 97 - 98 - 4.9 (-0.4)

藤　里　町 164 0 (-67) 0 (-81) 11 (-84) 73 (-26) 94 (-6) 12.5 (8.4)

琴丘地区 196 0 (-3) 0 (-11) 3 (-50) 56 (-29) 85 (-5) 14.2 (4.3)

山本地区 236 0 (-4) 1 (-6) 19 (-12) 69 (-5) 91 - 12.4 (1.0)

八竜地区 220 65 (26) 84 (32) 97 (17) 100 (2) 100 - 4.1 (-1.9)

八森地区 170 26 - 39 - 73 - 89 - 100 - 7.3 -

峰浜地区 124 29 - 54 - 87 - 100 - 100 - 6.0 -

全　　　域 3,298 56 (-6) 64 (-6) 77 (-7) 92 (-4) 98 (-1) 5.9 (0.8)

　　　

　 　

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
救急事案
発生件数
[件/年]

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 3 6 9 12 15

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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図 5.5.10 救 急 車の 走行 時間 （６ 署 所体 制・ 配置 案）  

  

4.5 分 以内
4.5 -- 6 分
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 分 超

0 4500m
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第６章 署所配置案（８署所体制）における消防車両の適正配置 

６.１ 適正配置の算定条件と算定結果 

第５ 章の 検討 結 果か ら、7 署 所体 制 や 6 署 所体 制で は、一部 の 地 区の 到着 状況 が 大き

く低 下す るこ と が明 らか とな った 。 そこ で、 以降 では 8 署 所 体制 の署 所配 置 案を 前提

とし て、 消防 車 両の 適正 配置 及び 運 用効 果を 算定 し、 現 状と の比 較を 行う 。

消 防 車 両 の 適 正 配 置 の 算 定 に あ た っ て は 、 車 両 の 配 置 総 数 及 び 最 優 先 指 標 （ 管 内 で

発 生 す る 災 害 に 対 す る 一 定 時 間 内 の 到 着 率 ） を 定 め 、 最 優 先 指 標 が 最 大 と な る よ う な

各 署 所 の 車 両 配 置 を 探 索 す る こ と に な る 。 最 優 先 指 標 は 、 現 状 の 運 用 効 果 を 参 考 に い

くつ かの 指標 値 を設 定し て試 算を 行 い、適正 配置 の算 定 結果 とそ の運 用効 果 を確 認し、

妥当 と考 えら れ る値 を最 終的 に採 用 する 。

本調 査で は、 車 両配 置数 及び 最優 先 指標 を表 6.1.1 の よう に設 定す る。  

表 6.1.1 消 防車 両の 適正 配置 の算 定 条件  

消防 車両

配置 車両 数

最優 先指 標
現状

算定

対象

ポン プ車 12 11 
管内 で発 生す る 災害(建物 火災)に 対し 、ポ ンプ 車

（第 2 着 隊）が 6 分 以 内に 到着 でき る 比率(到着 率) 

救急 車 8 8 
管内 で発 生す る 災害(救急 事案)に 対し 、救 急車 が 6

分以 内に 到着 で きる 比率(到 着率) 

はし ご車 1 1 
管内 で発 生す る 災害(中高 層建 物火 災)に対 し、はし

ご車 が 10 分 以内 に到 着で きる 比率(到 着率) 

救助 工作 車 3 3/1 
管内 で発 生す る 災害(救助 事案)に 対し 、救 助工 作車

が 10 分 以内 に到 着で きる 比率(到 着率) 

化学 車 1 1 
管内 で発 生す る 災害(危険 物施 設火 災)に対 し、化学

車が 10 分以 内に 到着 でき る比 率(到着 率) 

ポン プ車 につ い ては 、現 状の 9 署所 体制 から 8 署所 体制 とな るこ とを 踏ま え 、現 状

より も 1 台 少な い 11 台と する。ま た、救 助工 作車 につ い ては 、救助 工作 車 を 1 台 配置

と し 、 救 助 資 器 材 を 積 載 し た ポ ン プ 車 に よ り 初 動 対 応 を 行 う 場 合 に つ い て 検 討 す る た

め、 現状 と同 数 の 3 台配 置の 他、 1 台配 置の 場合 につ い ても 適正 配置 の算 定 を行 う。  

表 6.1.2 に、消 防 車両 の適 正配 置の 算 定結 果を 示す 。は しご 車 及び 化学 車は 、現 状 と

同 じ 能 代 消 防 署 へ の 配 置 と な っ た 。 次 節 で は 、 ポ ン プ 車 、 救 急 車 及 び 救 助 工 作 車 に つ

いて 、適 正配 置 の運 用効 果を 算定 し 、現 状配 置と の比 較 を行 う。
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表 6.2.1 第 2 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （８ 署所 体制 ・適 正 配置 ） 

図 6.2.1 第 2 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （８ 署所 体制 ・適 正 配置 ） 

能代地区 100 39 (-15) 73 (-6) 91 (-1) 98 - 100 - 5.5 (0.5)

二ツ井地区 26 60 - 71 - 82 - 96 - 98 - 5.4 -

藤　里　町 9 0 - 0 - 15 - 77 - 94 - 12.1 -

琴丘地区 12 13 (11) 50 (41) 78 (27) 89 (5) 99 (10) 7.3 (-2.9)

山本地区 14 6 - 27 (18) 62 (32) 91 (17) 99 (10) 8.6 (-2.9)

八竜地区 15 61 (22) 80 (29) 95 (18) 100 (4) 100 - 4.3 (-1.9)

八森地区 6 0 (-30) 0 (-52) 0 (-79) 0 (-94) 37 (-63) 19.6 (13.0)

峰浜地区 8 0 (-32) 0 (-49) 8 (-74) 81 (-19) 98 (-2) 11.6 (5.3)

全　　　域 190 35 (-7) 60 (-1) 77 (-1) 92 (-2) 97 (-1) 6.8 (0.4)

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 5 10 15 20 25

平均走行時間[分]

【現状】 【適正】
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表 6.2.2 第 3 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （８ 署所 体制 ・適 正 配置 ） 

図 6.2.2 第 3 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （８ 署所 体制 ・適 正 配置 ） 

能代地区 100 25 (-37) 76 (-11) 96 (-1) 100 - 100 - 7.8 (1.6)

二ツ井地区 26 0 - 22 - 78 - 93 - 97 - 12.0 -

藤　里　町 9 0 - 15 - 77 - 94 - 99 - 12.1 -

琴丘地区 12 0 - 2 (2) 54 (-8) 84 (-2) 89 (-10) 14.4 (0.6)

山本地区 14 0 - 12 (12) 71 (49) 89 (5) 94 (-4) 12.8 (-2.9)

八竜地区 15 0 - 1 (1) 55 (31) 83 (1) 97 - 14.3 (-1.4)

八森地区 6 0 - 0 - 0 - 17 (-20) 63 (-16) 22.0 (2.4)

峰浜地区 8 0 - 0 (-7) 44 (-37) 94 (-4) 100 - 14.1 (2.5)

全　　　域 190 13 (-19) 45 (-5) 80 (4) 93 (-1) 97 (-1) 10.6 (0.8)

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 5 10 15 20 25

平均走行時間[分]

【現状】 【適正】
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表 6.2.3 第 4 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （８ 署所 体制 ・適 正 配置 ） 

図 6.2.3 第 4 着 ポ ン プ車 の運 用効 果 （８ 署所 体制 ・適 正 配置 ） 

能代地区 100 0 (-25) 1 (-72) 45 (-51) 99 (-1) 100 - 13.7 (5.9)

二ツ井地区 26 0 - 0 - 4 - 80 - 93 - 17.3 -

藤　里　町 9 0 - 0 - 0 - 0 - 42 - 23.5 -

琴丘地区 12 0 - 2 (2) 54 (54) 84 (84) 89 (34) 14.4 (-9.4)

山本地区 14 0 - 12 (12) 68 (56) 89 (29) 94 (9) 13.0 (-5.3)

八竜地区 15 0 - 1 (1) 53 (33) 82 (3) 97 (1) 14.4 (-1.7)

八森地区 6 0 - 0 - 0 - 0 (-31) 22 (-57) 25.9 (5.9)

峰浜地区 8 0 - 0 (-6) 7 (-62) 68 (-30) 99 (-1) 16.8 (4.2)

全　　　域 190 0 (-13) 2 (-37) 37 (-19) 84 (5) 92 (1) 15.2 (2.3)

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
建物火災
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

0 5 10 15 20 25 30

平均走行時間[分]

【現状】 【適正】
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図 6.2.4 第 2 着ポ ンプ 車の 走行 時 間（ ８署 所体 制・ 適 正配 置）  

4.5 分 以内
4.5 -- 6 分
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 分 超

0 4500m
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図 6.2.5 第 3 着ポ ンプ 車の 走行 時 間（ ８署 所体 制・ 適 正配 置）  

  

6 分 以内
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 -- 22.5 分
22.5 分 超

0 4500m
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図 6.2.6 第 4 着ポ ンプ 車の 走行 時 間（ ８署 所体 制・ 適 正配 置）  

  

6 分 以内
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 -- 22.5 分
22.5 分 超

0 4500m
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６ .２ .２ 救急 車の 運 用効 果  

 

救急 車の 適正 配 置は 、全 署所 1 台ず つの 配置 とな った 。  

表 6.2.4 及び 図 6.2.7 に救 急車 の到 着 状況 を、 図 6.2.8 に走 行時 間分 布図 を示 す 。  

全域 にお ける 救 急車 の平 均走 行時 間 は 4.6 分 であ り、 現 状よ りも 0.5 分早 くな る 。  

運用 効果 の改 善 が見 られ るの は主 に 三種 町の 3 地区 であ り 、 平均 走行 時間 は 現状 よ

りも 1.5～3 分程 度早 くな る。  
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表 6.2.4 救 急車 の 運 用効 果（ ８署 所 体制 ・適 正配 置） 

 

図 6.2.7 救 急車 の 運 用効 果（ ８署 所 体制 ・適 正配 置） 

能代地区 1,790 83 - 90 (1) 96 (1) 99 - 100 - 3.4 (-0.1)

二ツ井地区 398 59 - 74 - 83 - 97 - 98 - 5.3 -

藤　里　町 164 67 - 81 - 95 - 99 - 100 - 4.1 -

琴丘地区 196 8 (6) 43 (32) 77 (24) 90 (5) 99 (10) 7.5 (-2.4)

山本地区 236 3 (-1) 30 (22) 71 (39) 93 (19) 99 (8) 8.1 (-3.3)

八竜地区 220 56 (18) 80 (29) 96 (16) 100 (2) 100 - 4.5 (-1.5)

八森地区 170 26 - 39 - 73 - 89 - 100 - 7.3 -

峰浜地区 124 29 - 54 - 87 - 100 - 100 - 6.0 -

全　　　域 3,298 63 (2) 76 (6) 90 (6) 98 (2) 100 (1) 4.6 (-0.5)

　　　

　 　

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
救急事案
発生件数
[件/年]

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内

0 3 6 9 12

平均走行時間[分]

【現状】 【適正】
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図 6.2.8 救 急車 の 走 行時 間（ ８署 所 体制 ・適 正配 置）  

  

4.5 分 以内
4.5 -- 6 分
6 -- 9 分
9 -- 13.5 分
13.5 -- 18 分
18 分 超

0 4500m
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表 6.2.5 救 助工 作 車 の運 用効 果（ ８ 署所 体制 ・3 台配 置） 

図 6.2.9 救 助工 作 車 の運 用効 果（ ８ 署所 体制 ・3 台配 置） 

能代地区 226 41 - 78 (-2) 98 - 100 - 100 - 6.8 (0.1)

二ツ井地区 70 45 - 73 - 93 - 95 - 99 - 7.4 -

藤　里　町 29 0 - 10 - 50 - 79 - 100 - 15.5 -

琴丘地区 53 16 (11) 72 (23) 96 (5) 100 (4) 100 - 7.8 (-2.9)

山本地区 30 10 - 65 (17) 97 (12) 98 (2) 100 - 8.7 (-2.0)

八竜地区 25 0 (-60) 7 (-72) 71 (-29) 100 - 100 - 12.9 (7.5)

八森地区 32 0 - 0 - 0 - 19 - 100 - 24.5 -

峰浜地区 18 0 - 5 - 48 - 94 - 100 - 15.2 -

全　　　域 483 28 (-2) 60 (-1) 84 - 92 (1) 100 - 9.4 -

5分以内 10分以内 15分以内 20分以内 30分以内

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
救助事案
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

5分以内 10分以内 15分以内 20分以内 30分以内

0 5 10 15 20 25

平均走行時間[分]

【現状】 【配置案】
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図 6.2.10 救助 工作 車の 走行 時間 （ ８署 所体 制・3 台 配置 ）

5 分 以内
5 -- 10 分
10 -- 15 分
15 -- 20 分
20 -- 30 分
30 分 超

0 4500m
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表 6.2.6 救 助工 作 車 の運 用効 果（ ８ 署所 体制 ・1 台配 置） 

図 6.2.11 救助 工作 車の 運用 効果 （ ８署 所体 制・1 台 配置 ） 

能代地区 226 41 - 78 (-2) 96 (-2) 99 (-1) 100 - 6.9 (0.2)

二ツ井地区 70 0 (-45) 0 (-73) 1 (-92) 44 (-51) 94 (-4) 21.2 (13.8)

藤　里　町 29 0 - 0 (-10) 0 (-50) 0 (-79) 48 (-52) 31.4 (15.9)

琴丘地区 53 0 (-4) 0 (-49) 0 (-91) 3 (-94) 92 (-8) 23.8 (13.1)

山本地区 30 0 (-10) 6 (-42) 39 (-46) 75 (-21) 97 (-3) 17.0 (6.3)

八竜地区 25 0 (-60) 0 (-79) 40 (-60) 100 - 100 - 15.0 (9.6)

八森地区 32 0 - 0 - 0 - 19 - 100 - 24.5 -

峰浜地区 18 0 - 5 - 48 - 94 - 100 - 15.2 -

全　　　域 483 19 (-11) 37 (-24) 51 (-33) 68 (-24) 95 (-5) 14.8 (5.4)

30分以内

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
救助事案
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]5分以内 10分以内 15分以内 20分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

5分以内 10分以内 15分以内 20分以内 30分以内

0 10 20 30 40

平均走行時間[分]

【現状(3台)】 【適正(1台)】
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図 6.2.12 救助 工作 車の 走行 時間 （ ８署 所体 制・1 台 配置 ）  

  

5 分 以内
5 -- 10 分
10 -- 15 分
15 -- 20 分
20 -- 30 分
30 分 超

0 4500m
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表 6.2.7 救 助工 作 車 及び 初動 ポン プ 車の 運用 効果 （８ 署 所体 制・4 台 配置 ） 

 

図 6.2.13 救 助 工作 車及 び初 動ポ ン プ車 の運 用効 果（ ８ 署所 体制 ・4 台配 置） 

能代地区 226 44 (3) 80 (1) 98 - 100 - 100 - 6.5 (-0.2)

二ツ井地区 70 45 - 73 - 93 - 95 - 99 - 7.4 -

藤　里　町 29 0 - 10 - 50 - 79 - 100 - 15.5 -

琴丘地区 53 0 (-4) 7 (-43) 65 (-26) 91 (-6) 100 - 15.0 (4.3)

山本地区 30 0 (-10) 37 (-11) 83 (-1) 95 (-1) 100 - 11.7 (1.0)

八竜地区 25 68 (8) 100 (21) 100 - 100 - 100 - 4.4 (-1.0)

八森地区 32 22 (22) 50 (50) 100 (100) 100 (81) 100 - 9.1 (-15.4)

峰浜地区 18 46 (46) 89 (84) 100 (52) 100 (6) 100 - 5.5 (-9.7)

全　　　域 483 34 (4) 63 (3) 90 (6) 96 (5) 100 - 8.5 (-0.9)

　　　

　 　

※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している。
※括弧内は現状との差分を表し、比率は0.5％、平均走行時間は0.05分より小さな変化は変化無し「-」とし、大きな変化は四捨五入し
て表示している。

区域名
救助事案
発生件数
[件/10

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]5分以内 10分以内 15分以内 20分以内 30分以内

0 20 40 60 80 100

全 域

峰浜地区

八森地区

八竜地区

山本地区

琴丘地区

藤 里 町

二ツ井地区

能代地区

累積比率[％]

5分以内 10分以内 15分以内 20分以内 30分以内

0 5 10 15 20 25

平均走行時間[分]

【現状(救助)】 【初動(ポンプ)】
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図 6.2.14 救助 工作 車及 び初 動ポ ン プ車 の走 行時 間（ ８ 署所 体制 ・4 台配 置）  

  

5 分 以内
5 -- 10 分
10 -- 15 分
15 -- 20 分
20 -- 30 分
30 分 超

0 4500m
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川分 署が 現状 よ りも 西側 に移 った 影 響と 考え られ る。  

また 、救 助工 作 車に つい ては 、能 代 消防 署に 救助 工作 車 1 台 を配 置し 、他 の 3 消 防

署に 初動 ポン プ 車各 1 台 を配 置す る もの とし て（ 計 4 台 ）運 用効 果を 評価 し た。 その

結果 、全 域の 平 均走 行 時間 が現 状よ り も 0.9 分 短縮 し、初 動ポ ン プ車 によ り運 用 面で の

強化 が図 られ る 可能 性が ある こと が 明ら かに なっ た。  
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第７章 将来的な消防力の整備方策 

７.１ 現状消防力の充足状況 

７ .１ .１ 地域の現況  

能代 山本 広域 市 町村 圏組 合は 、能代 市・藤 里町・三 種 町・八 峰町 の 4 市町 を 構成 市町

とし て、常備 消 防及 び 救急 に係 る事 務 を共 同処 理し てい る 。当 該 地域 は秋 田県 の 北西 部

に位 置し 、東は 出羽 丘陵 の森 林地 帯 、西 は日 本海 に面 す る面 積 1,191km 2 、人 口 約 8 万

人 の 地 域 で あ る 。 構 成 市 町 の 人 口 及 び 世 帯 数 、 火 災 、 救 急 、 救 助 事 案 の 発 生 状 況 を 表

7.1.1 に示 す 。  

表 7.1.1 構成市町の人口、世帯数、災害発生状況

市町名 区域名 人口 世帯数 
建物火災 

（10 年） 

救急事案 

（5 年） 

救助事案 

（10 年） 

能代市 能代地区 44,183 20,480 100 8,952 226 

能代市 二ツ井地区 8,636 3,887 26 1,991 70 

小 計 52,819 24,367 126 10,943 296 

藤里町 藤里町 3,252 1,364 9 819 29 

三種町 琴丘地区 4,612 1,921 12 980 53 

三種町 山本地区 6,278 2,737 14 1,180 30 

三種町 八竜地区 5,632 2,253 15 1,099 25 

小 計 16,522 6,911 41 3,259 108 

八峰町 八森地区 3,425 1,542 6 849 32 

八峰町 峰浜地区 3,690 1,531 8 620 18 

小 計 7,115 3,073 14 1,469 50 

合 計 79,708 35,715 190 16,490 483 

※人口及び世帯数： 2019 年 3 月 31 日現在

※建物火災及び救助事案： 2009-2018 年中、救急事案： 2014-2018 年中

７ .１ .２ 消防力配置  

市町 村が 目標 と すべ き消 防力（ 消 防署 所、消防 車両、人 員等）の 整備 水準 は、消防 力

の整 備指 針（ 平成 12 年消 防庁 告示 第 1 号 ）にお い て示 され て いる。市 町村 では 、この

指 針 に 定 め る 施 設 及 び 人 員 を 目 標 と し て 、 地 域 の 実 情 に 即 し た 適 切 な 消 防 体 制 を 整 備

する こと が求 め られ てい る。
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図 7.1.3 道路状況と署所位置  

: 時速30km
: 時速40km
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二ツ井消防署
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表 7.1.3 現状の消防車両の配置

消防署所 ポンプ車 救急車 はしご車 救助工作車 化学車 

能代消防署 1 1 1 1 1 

東能代出張所 1 1 

向能代出張所 1 1 

西消防出張所 1 

二ツ井消防署 2 1 1 

藤里分署 1 1 

三種消防署 2 2 1 

上岩川分署 1 

八峰消防署 2 1 

計 12 8 1 3 1 

*）能代消防署の化学車はポンプ車と兼用である（車両数は重複）。  

*）ここで示した台数は、車両の種類毎に、当番人員による第１出動が可能な台数を前提としている。

乗換運用を行っている車両については、乗換可能な場合を基本とする。  

７ .１ .３ 現状消防力の運用効果  

表 7.1.4 に、現 状 消防 力の 運用 効果（全 域）を示 す。管内 全域 では 、第 1 着 ポン プ車 、

救急 車、は し ご車 が 平均 5 分 程 度、救 助 工作 車は 平 均 9 分、化学 車は 平 均 11 分 程 度で

災害 現場 へ到 達 可能 であ る。

表 7.1.4 現状消防力の運用効果（全域）  

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内 22.5分以内

63 71 86 98 100 4.7

第1着 63 71 85 98 99 4.8

第2着 42 60 78 94 98 6.4

第3着 33 50 76 93 98 9.8

第4着 13 39 56 79 91 12.9

8
救急事案
発生件数

61 70 84 96 98 5.1

5分以内 10分以内 15分以内 20分以内 30分以内

1
中高層
建物数

71 93 94 95 100 4.8

3
救助事案
発生件数

30 61 84 92 100 9.4

1
危険物
施設数

31 55 66 78 99 11.3

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

化学車

はしご車

救助工作車

消防力 配置数 評価指標
平均走行
時間[分]

9

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％]

署　所
消防需要
指標値

救急車

ポ
ン
プ
車

12
建物火災
発生件数

(世帯比例)

消防力 配置数 評価指標
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図 7.3.1 署所配置案（８署所体制） 
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図 7.3.2 署所配置案（７署所体制①） 
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図 7.3.3 署所配置案（７署所体制②） 
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図 7.3.4 署所配置案（６署所体制） 
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表 7.3.2 署所配置案の運用効果（８署所体制） 

 
※比率は小数点以下、平均走行時間は小数点以下第２位で四捨五入して表示している（以下同様）。  

※括弧内は現状との差分を表し、比率は 0.5％、平均走行時間は 0.05 分より小さな変化は変化無し

「 -」とし、大きな変化は四捨五入して表示している（以下同様）。  

 

表 7.3.3 署所配置案の運用効果（７署所体制①） 

 

  

能代地区 53,460 84 - 90 (1) 96 - 99 - 100 - 3.3 (0.1)

二ツ井地区 12,879 62 - 73 - 84 - 97 - 98 - 5.1 -

藤　里　町 4,852 72 - 84 - 95 - 99 - 100 - 3.8 -

琴丘地区 6,129 13 (2) 52 (31) 79 (14) 90 (-7) 99 (1) 7.2 (-0.9)

山本地区 7,262 7 - 30 (18) 68 (28) 93 (2) 99 (-1) 8.1 (-1.6)

八竜地区 7,280 63 (24) 82 (30) 96 (18) 100 (3) 100 - 4.2 (-1.9)

八森地区 4,153 29 - 50 - 79 - 94 - 100 - 6.7 -

峰浜地区 3,985 34 - 53 - 85 - 100 - 100 - 6.0 -

全　　　域 100,000 65 (2) 77 (6) 90 (4) 98 - 100 - 4.4 (-0.3)

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内
区域名

消防需要
指標値

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

能代地区 53,460 77 (-8) 85 (-5) 94 (-2) 99 (-1) 100 - 3.7 (0.5)

二ツ井地区 12,879 62 - 73 - 84 - 97 - 98 - 5.2 (0.1)

藤　里　町 4,852 72 - 84 - 95 - 99 - 100 - 3.8 -

琴丘地区 6,129 13 (2) 52 (31) 79 (14) 90 (-7) 99 (1) 7.2 (-0.9)

山本地区 7,262 7 - 30 (18) 68 (28) 92 (1) 99 (-1) 8.2 (-1.5)

八竜地区 7,280 63 (24) 82 (30) 96 (18) 100 (3) 100 - 4.2 (-1.9)

八森地区 4,153 29 - 50 - 79 - 94 - 100 - 6.7 -

峰浜地区 3,985 34 - 53 - 85 - 100 - 100 - 6.0 -

全　　　域 100,000 61 (-2) 74 (3) 89 (3) 97 (-1) 100 - 4.7 -

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内
区域名

消防需要
指標値

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]
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表 7.3.4 署所配置案の運用効果（７署所体制②） 

 

 

表 7.3.5 署所配置案の運用効果（６署所体制） 

 

能代地区 53,460 84 - 90 (1) 96 - 99 - 100 - 3.3 (0.1)

二ツ井地区 12,879 62 (-1) 73 (-1) 84 - 97 - 98 - 5.1 -

藤　里　町 4,852 0 (-72) 0 (-84) 13 (-82) 75 (-24) 94 (-6) 12.3 (8.5)

琴丘地区 6,129 13 (2) 52 (31) 79 (14) 90 (-7) 99 (1) 7.2 (-0.9)

山本地区 7,262 7 - 30 (18) 68 (28) 93 (2) 99 (-1) 8.1 (-1.6)

八竜地区 7,280 63 (24) 82 (30) 96 (18) 100 (3) 100 - 4.2 (-1.9)

八森地区 4,153 29 - 50 - 79 - 94 - 100 - 6.7 -

峰浜地区 3,985 34 - 53 - 85 - 100 - 100 - 6.0 -

全　　　域 100,000 61 (-2) 73 (2) 86 - 97 (-1) 99 - 4.9 (0.2)

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内
区域名

消防需要
指標値

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]

能代地区 53,460 77 (-8) 85 (-5) 94 (-2) 99 (-1) 100 - 3.7 (0.5)

二ツ井地区 12,879 62 (-1) 73 (-1) 84 - 97 - 98 - 5.2 (0.1)

藤　里　町 4,852 0 (-72) 0 (-84) 13 (-82) 75 (-24) 94 (-6) 12.3 (8.5)

琴丘地区 6,129 13 (2) 52 (31) 79 (14) 90 (-7) 99 (1) 7.2 (-0.9)

山本地区 7,262 7 - 30 (18) 68 (28) 92 (1) 99 (-1) 8.2 (-1.5)

八竜地区 7,280 63 (24) 82 (30) 96 (18) 100 (3) 100 - 4.2 (-1.9)

八森地区 4,153 29 - 50 - 79 - 94 - 100 - 6.7 -

峰浜地区 3,985 34 - 53 - 85 - 100 - 100 - 6.0 -

全　　　域 100,000 57 (-6) 70 (-1) 85 (-1) 96 (-2) 99 - 5.1 (0.4)

4.5分以内 6分以内 9分以内 13.5分以内 18分以内
区域名

消防需要
指標値

一定時間内に到着可能な災害の累積比率[％] 平均走行
時間[分]
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図 7.3.5 署所配置案（８・７①・７②・６署所体制）での平均走行時間 

 

７ .３ .３ 消防車両の適正配置  

 

消防 車両 の適 正 配置 の検 討に あた っ ては 、表 7.3.1 の 署所 配置 案を 前提 とし た 。  

はじ めに 、署 所 配置 案 にお ける 消防 車 両の 運用 効果 を評 価 する ため 、現 状に 準 ずる 車

両配 置を 前提 と して 消防 車両 の運 用 効果 を評 価し た 。た だし 、ポン プ車 につ い ては 、署

所体 制に 応じ て 減じ るこ とと した 。  

その 結果 、7 署所 体 制 や 6 署所 体 制で は、一部 の地 区の 到 着状 況が 大き く低 下 する こ

とが 明ら かに な った こと から 、8 署 所 体制 の署 所配 置案 を 前提 とし て 、消 防車 両 の 適正

配置 を算 定す る こと とし た。  

 

（1）ポンプ車 

ポン プ車 の現 状 配置 と署 所配 置案 に おけ る車 両配 置、8 署 所 体 制で の車 両適 正 配置 を

表 7.3.6 に示 す。8・7・6 署所 体制 に おけ るポ ンプ 車の 配 置数 は、そ れぞ れ 11、10、9

台と した 。  

また、表 7.3.7 に、署 所配 置案 にお け る車 両配 置案（ 現 状に 準 ずる 配置）及 び 8 署 所

体制 での 車両 適 正配 置に つい て、第 1～ 4 着ポ ンプ 車の 平 均走 行時 間及 び現 状 との 差分

を示 す。  
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.
2

(
3
.
9
)

藤
里

町
藤

 
里

 
町

3
.
7

-
1
2
.
1

-
1
2
.
1

-
2
3
.
5

-
藤

里
町

藤
 
里

 
町

1
2
.
1

(
8
.
4
)

1
2
.
1

-
2
3
.
5

(
1
1
.
4
)

2
8
.
0

(
4
.
5
)

琴
丘

地
区

7
.
3

(
-
0
.
9
)

1
4
.
4

(
4
.
2
)

1
4
.
4

(
0
.
6
)

2
3
.
8

-
琴

丘
地

区
7
.
3

(
-
0
.
9
)

1
4
.
4

(
4
.
2
)

1
4
.
4

(
0
.
6
)

2
3
.
8

-

山
本

地
区

8
.
4

(
-
1
.
1
)

1
2
.
5

(
1
.
0
)

1
2
.
8

(
-
2
.
9
)

1
7
.
8

(
-
0
.
5
)

山
本

地
区

8
.
4

(
-
1
.
1
)

1
2
.
5

(
1
.
0
)

1
2
.
8

(
-
2
.
9
)

1
7
.
8

(
-
0
.
5
)

八
竜

地
区

4
.
3

(
-
1
.
9
)

4
.
3

(
-
1
.
9
)

1
4
.
3

(
-
1
.
4
)

1
5
.
8

(
-
0
.
3
)

八
竜

地
区

4
.
3

(
-
1
.
9
)

4
.
3

(
-
1
.
9
)

1
4
.
3

(
-
1
.
4
)

1
5
.
8

(
-
0
.
3
)

八
森

地
区

6
.
6

-
6
.
6

-
1
9
.
6

-
2
2
.
0

(
2
.
0
)

八
森

地
区

6
.
6

-
6
.
6

-
1
9
.
6

-
2
2
.
0

(
2
.
0
)

峰
浜

地
区

6
.
2

-
6
.
3

-
1
1
.
6

-
1
4
.
1

(
1
.
5
)

峰
浜

地
区

6
.
2

-
6
.
3

-
1
1
.
6

-
1
4
.
1

(
1
.
5
)

4
.
5

(
-
0
.
3
)

6
.
9

(
0
.
5
)

1
0
.
4

(
0
.
6
)

1
6
.
0

(
3
.
1
)

4
.
9

(
0
.
1
)

6
.
9

(
0
.
5
)

1
1
.
6

(
1
.
8
)

1
6
.
7

(
3
.
8
)

平
均

走
行

時
間

[
分

]

市
町

名
区

域
名

能
代

地
区

3
.
7

(
0
.
5
)

6
.
2

(
1
.
2
)

1
3
.
6

(
7
.
4
)

1
3
.
7

(
5
.
9
)

二
ツ

井
地

区
5
.
4

-
5
.
4

-
2
1
.
2

(
9
.
2
)

2
3
.
5

(
6
.
2
)

藤
里

町
藤

 
里

 
町

1
2
.
1

(
8
.
4
)

1
2
.
1

-
2
8
.
0

(
1
5
.
9
)

3
0
.
6

(
7
.
1
)

琴
丘

地
区

7
.
3

(
-
0
.
9
)

1
4
.
4

(
4
.
2
)

1
4
.
4

(
0
.
6
)

2
4
.
1

(
0
.
3
)

山
本

地
区

8
.
4

(
-
1
.
1
)

1
2
.
6

(
1
.
1
)

1
2
.
9

(
-
2
.
8
)

1
7
.
9

(
-
0
.
4
)

八
竜

地
区

4
.
3

(
-
1
.
9
)

4
.
3

(
-
1
.
9
)

1
4
.
4

(
-
1
.
3
)

1
6
.
2

(
0
.
1
)

八
森

地
区

6
.
6

-
6
.
6

-
1
9
.
6

-
2
2
.
0

(
2
.
0
)

峰
浜

地
区

6
.
2

-
6
.
3

-
1
1
.
6

-
1
4
.
4

(
1
.
8
)

5
.
2

(
0
.
4
)

7
.
2

(
0
.
8
)

1
5
.
5

(
5
.
7
)

1
7
.
3

(
4
.
4
)

全
　

域

第
2
着

第
3
着

第
4
着

能
代

市

三
種

町

八
峰

町

能
代

市

三
種

町

八
峰

町

全
　

域

【
8
署
所
体
制
・
適
正
配
置
】

第
1
着

【
6
署

所
体

制
・

配
置

案
】

第
1
着

第
2
着

第
3
着

第
4
着

【
7
署
所
体
制
②
・
配
置
案
】

第
1
着

第
2
着

三
種

町

八
峰

町

全
　

域

第
3
着

第
4
着

能
代

市

三
種

町

八
峰

町

全
　

域

第
1
着

第
2
着

第
3
着

第
4
着

能
代

市

【
7
署
所
体
制
①
・
配
置
案
】

三
種

町

八
峰

町

全
　

域

第
1
着

第
2
着

第
3
着

第
4
着

能
代

市

【
8
署

所
体

制
・

配
置

案
】
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（2）救急車 

救急 車の 現状 配 置と 署所 配置 案に お ける 車両 配置 、8 署所 体 制 での 車両 適正 配 置を 表

7.3.8 に示 す 。8・7・ 6 署 所体 制に お ける 救急 車の 配置 数 は全 て 8 台と し た。  

また、表 7.3.9 に、署 所配 置案 にお け る車 両配 置案（ 現 状に 準 ずる 配置）及 び 8 署 所

体制 での 車両 適 正配 置に つい て、 救 急車 の平 均走 行時 間 及び 現状 との 差分 を 示す 。  

救急 車の 適正 配 置は 全署 所 1 台 ずつ の 配 置と なり 、三 種 町に おけ る救 急車 の 到着 状

況が 大き く改 善 して いる こと がわ か る。  

 

表 7.3.8 救急車の配置  

 

 

表 7.3.9 救急車の平均走行時間  

 
 

（3）救助工作車 

救助 工作 車の 現 状配 置と 署所 配置 案 にお ける 車両 配置 を表 7.3.10 に 、8 署 所体 制で

の車 両適 正配 置 及び 初動 ポン プ車 の 導入 を想 定し た場 合 の車 両配 置を 表 7.3.11 に 示す。

救 助 工 作 車 に つ い て は 、 救 助 資 器 材 を 積 載 し た ポ ン プ 車 に よ り 初 動 対 応 を 行 う 場 合 に

つい て検 討す る ため 、現 状と 同数 の 3 台 配置 の他 、救 助工 作 車を 1 台 と し、3 台 の 初動

ポン プ車 を導 入 する 場合 につ いて も 適正 配置 の算 定を 行 った 。  

表 7.3.12 に 、救 助工 作車 の平 均走 行 時間 及び 現状 との 差 分を 示す 。  

 

現状 車両適正配置

9署所体制 8署所体制 7署所体制① 7署所体制② 6署所体制 8署所体制

能代消防署 1 1 1→2 1 1→2 1

東能代出張所 1 1 1→0 1 1→0 1

向能代出張所 1 1 1 1 1 1

西消防出張所 － － － － －

二ツ井消防署 1 1 1 1→2 1→2 1

藤里分署 1 1 1 1→0 1→0 1

三種消防署(移設) 2 2 2 2 2 1

上岩川分署(移設) 1

八峰消防署 1 1 1 1 1 1

計 8 8 8 8 8 8

消防署所
署所配置案（現状に準ずる車両配置案）

平均走行時間[分]

市町名 区域名

能代地区 3.4 (-0.1) 3.4 (-0.1) 3.8 (0.3) 3.4 (-0.1) 3.8 (0.3)

二ツ井地区 5.3 - 5.3 - 5.4 (0.1) 4.9 (-0.4) 4.9 (-0.4)

藤里町 藤 里 町 4.1 - 4.1 - 4.1 - 12.5 (8.4) 12.5 (8.4)

琴丘地区 7.5 (-2.4) 14.2 (4.3) 14.2 (4.3) 14.2 (4.3) 14.2 (4.3)

山本地区 8.1 (-3.3) 12.3 (0.9) 12.4 (1.0) 12.3 (0.9) 12.4 (1.0)

八竜地区 4.5 (-1.5) 4.1 (-1.9) 4.1 (-1.9) 4.1 (-1.9) 4.1 (-1.9)

八森地区 7.3 - 7.3 - 7.3 - 7.3 - 7.3 -

峰浜地区 6.0 - 6.0 - 6.0 - 6.0 - 6.0 -

4.6 (-0.5) 5.3 (0.2) 5.5 (0.4) 5.7 (0.6) 5.9 (0.8)

6署所体制適正配置 7署所体制②

三種町

八峰町

全　域

8署所体制 7署所体制①

能代市
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表 7.3.10 救助工作車の配置（1）  

 
 

表 7.3.11 救助工作車の配置（2）  

 

 

表 7.3.12 救助工作車の平均走行時間  

 
 

救助 工作 車 3 台 の 適 正配 置で は、 現 状に おい て三 種消 防 署に 配置 され てい た 救助 工

作車 が上 岩川 分 署（ 移設 ）に配 置さ れ 、1 台の 適正 配置 で は能 代消 防署 へ配 置 され る結

果と なっ た。 ま た、 救助 工作 車 4 台 体制 は、 能代 消防 署 に救 助工 作車 1 台を 配置 し、

他の 3 消防 署に 初 動 ポン プ車 各 1 台 を 配 置す るこ とを 想 定し たも ので ある 。4 台 体制

現状

9署所体制 8署所体制 7署所体制① 7署所体制② 6署所体制

能代消防署 1 1 1 1 1

東能代出張所 － －

向能代出張所

西消防出張所 － － － －

二ツ井消防署 1 1 1 1 1

藤里分署 － －

三種消防署(移設) 1 1 1 1 1

上岩川分署(移設)

八峰消防署

計 3 3 3 3 3

消防署所
署所配置案（現状に準ずる車両配置案）

現状 8署所体制での車両適正配置 初動ポンプ車の導入

9署所体制 （3台体制） （1台体制） （4台体制）

能代消防署 1 1 1 1

東能代出張所

向能代出張所

西消防出張所 － － －

二ツ井消防署 1 1 1

藤里分署
三種消防署(移設) 1 1
上岩川分署(移設) 1
八峰消防署 1

計 3 3 1 4

消防署所

平均走行時間[分]

市町名 区域名

能代地区 6.5 (-0.2) 6.8 (0.1) 6.9 (0.2) 6.5 (-0.2)

二ツ井地区 7.4 - 7.4 - 21.2 (13.8) 7.4 -

藤里町 藤 里 町 15.5 - 15.5 - 31.4 (15.9) 15.5 -

琴丘地区 15.0 (4.3) 7.8 (-2.9) 23.8 (13.1) 15.0 (4.3)

山本地区 11.7 (1.0) 8.7 (-2.0) 17.0 (6.3) 11.7 (1.0)

八竜地区 4.4 (-1.0) 12.9 (7.5) 15.0 (9.6) 4.4 (-1.0)

八森地区 24.5 - 24.5 - 24.5 - 9.1 (-15.4)

峰浜地区 15.2 - 15.2 - 15.2 - 5.5 (-9.7)

9.9 (0.5) 9.4 - 14.8 (5.4) 8.5 (-0.9)

3台適正配置 1台適正配置

能代市

4台配置案3台配置案

三種町

八峰町

全　域
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の場 合の 全域 の 平均 走行 時間 は現 状 より も 0.9 分 短 縮し 、初 動ポ ンプ 車に よ り運 用面

での 強化 が図 ら れる 可能 性が ある こ とが 明ら かに なっ た 。  

 

（4）はしご車及び化学車 

はし ご車 及び 化 学車 の現 状配 置と 署 所配 置案 にお ける 車 両配 置、8 署 所体 制で の 車 両

適正 配置 を 表 7.3.13 に示 す。 はし ご 車及 び化 学車 は同 一 の配 置と なり 、全 て 現状 と同

じ能 代消 防署 へ の配 置と なっ た。  

 

表 7.3.13 はしご車及び化学車の配置  

 
 

７ .３ .４ 消防力の適正配置と運用効果  

 

8・7・6 署 所 体制 にお ける 評価 結果 か ら、それ ぞれ のメ リ ット・デメリ ッ トを 整理 す

ると 、表 7.3.14～7.3.16 のよ うに なる 。  

 

現状 車両適正配置
9署所体制 8署所体制 7署所体制① 7署所体制② 6署所体制 8署所体制

能代消防署 1 1 1 1 1 1
東能代出張所 － －
向能代出張所
西消防出張所 － － － － －
二ツ井消防署
藤里分署 － － － － －
三種消防署(移設)
上岩川分署(移設)
八峰消防署

計 1 1 1 1 1 1

消防署所
署所配置案（現状に準ずる車両配置案）
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表
7.

3.
14

 
消

防
力

の
適

正
配

置
の

検
討

結
果

（
消

防
署

所
の

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

）
 

署
所

体
制

 
現

状
体

制
か

ら
の

変
更

内
容

 
メ

リ
ッ

ト
デ

メ
リ

ッ
ト

 

８
署

所
体

制
 

・
三

種
町

の
2
署

所
の

再
配

置

・
西

消
防

出
張

所
の

廃
止

三
種

町
の

2
署

所
の

再
配

置
に

よ
り

、
到

着
状

況

が
大

き
く

改
善

。
 

７
署

所
体

制
①

 
・

三
種

町
の

2
署

所
の

再
配

置

・
西

消
防

出
張

所
、

東
能

代
出

張
所

の
廃

止

東
能

代
出

張
所

の
廃

止
に

よ
り

、
能

代
地

区
の

到
着

状
況

（
特

に
早

い
時

間
の

到
着

率
）

が
低

下
。

 

７
署

所
体

制
②

 
・

三
種

町
の

2
署

所
の

再
配

置

・
西

消
防

出
張

所
の

廃
止

、
藤

里
分

署
の

統
合

藤
里

分
署

の
統

合
に

よ
り

、
藤

里
町

の
到

着
状

況
が

大
き

く
低

下
。

 

６
署

所
体

制
 

・
三

種
町

の
2
署

所
の

再
配

置

・
西

消
防

出
張

所
及

び
東

能
代

出
張

所
の

廃

止
、

藤
里

分
署

の
統

合

東
能

代
出

張
所

の
廃

止
に

よ
り

、
能

代
地

区
の

到
着

状
況

（
特

に
早

い
時

間
の

到
着

率
）

が
低

下
。

 

藤
里

分
署

の
統

合
に

よ
り

、
藤

里
町

の
到

着
状

況
が

大
き

く
低

下
。

 

表
7.

3.
15

 
消

防
力

の
適

正
配

置
の

検
討

結
果

（
消

防
車

両
の

メ
リ

ッ
ト

・
デ

メ
リ

ッ
ト

）
 

署
所

体
制

 
メ

リ
ッ

ト
デ

メ
リ

ッ
ト

 

８
署

所
体

制
 

三
種

町
の

署
所

の
再

配
置

に
よ

り
、
第

1
着

ポ
ン

プ
車

の
到

着
状

況
が

大
き

く
改

善
し

、

第
2
～

4
着

ポ
ン

プ
車

に
つ

い
て

も
一

部
の

地
区

で
改

善
が

見
ら

れ
る

。
 

・
西

消
防

出
張

所
の

廃
止

に
よ

り
、

第
2
～

4
着

ポ
ン

プ
車

の
到

着
状

況
が

低
下

（
特

に
能

代
地

区
の

第
4
着

隊
へ

の

影
響

が
大

き
い

）
。

・
三

種
町

の
署

所
の

再
配

置
に

よ
り

、
琴

丘
地

区
や

山
本

地
区

で
は

一
部

到
着

状
況

が
低

下
（

第
2
着

ポ
ン

プ
車

、
救

急
車

な
ど

）
。

７
署

所
体

制
①

 
・

８
署

所
体

制
の

デ
メ

リ
ッ

ト
に

加
え

、
東

能
代

出
張

所
の

廃
止

に
よ

り
、

第
1
～

4
着

ポ
ン

プ
車

の
到

着
状

況
が

低

下
（

特
に

能
代

地
区

の
第

3
着

隊
へ

の
影

響
が

大
き

い
）
。

７
署

所
体

制
②

 
・

８
署

所
体

制
の

デ
メ

リ
ッ

ト
に

加
え

、
藤

里
分

署
の

統
合

に
よ

り
、

藤
里

町
の

ポ
ン

プ
車

及
び

救
急

車
の

到
着

状
況

が
大

き
く

低
下

。

６
署

所
体

制
 

・
７

署
所

体
制

①
及

び
②

の
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4
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）
は
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消

防
署
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救
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し

、
二

ツ
井

消
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三
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消
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（

移
設

）
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八
峰

消
防

署
に

初
動
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ン

プ
車
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配

置
し

た
場

合
の

算
定

結
果

。
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７.４ 総論（将来的な消防力の整備方策） 

本調 査で は 、消 防 力 を維 持し つつ 、消 防 施設 の維 持管 理 、更 新を 計画 的に 行 い 、コス

ト削 減に 努め る とい う「 能代 山本 広 域市 町 村圏 組合 公 共 施設 等総 合管 理計 画 」の 方 針

を踏 まえ 、署 所 の統 廃 合の 可能 性も 含 めて 、消防 力の 適正 配 置に つい て検 討を 行 った 。

現状 消防 力の 運 用効 果の 評価 結果 か ら、第 1 着ポ ン プ車、救 急車、はし ご 車は 平 均 5

分程 度、救助 工作 車は 平均 9 分 、化 学車 は平 均 11 分 程度 で災 害 現 場へ 到達 可能 で あり 、

積雪 期に はこ れ より も時 間が かか る こと が予 想さ れる も のの 、良 好な 到 着状 況で ある。 

一方 、国 立社 会保 障・人 口問 題研 究所 に よる 将来 人口 の 推計 結果（2018 年 推計 ）に

よる と、 2015 年 以降 人口 は減 少 し、 2045 年に はお よ そ半 減す るこ とが 予 想さ れて い

る。また 、本 調査 で推 計し た将 来的 な 消防 需要（救 急搬 送人 員 数 ）は、2015 年 から 2020

年頃 にピ ーク と なり 、その 後減 少に 転 じる こと が予 想さ れ るが 、高齢 化の 進展 に より 人

口ほ どに は急 激 な減 少と はな って い ない 。

し た が っ て 、 今 後 の 人 口 減 少 に 伴 い 、 財 政 状 況 が 厳 し く な る こ と が 見 込 ま れ る も の

の、しば らく は 消防 需 要も 高い 状況 に ある こと から 、消 防 力を 維 持し つつ 効率 化 を図 る

こと が求 めら れ る。

そこ で、署所 の 統廃 合 の可 能性 も含 め て、消 防署 所の 適正 な 配置 につ いて 検討 を 行う

こと とし 、8・7・6 署 所体 制で の適 正 配置 の算 定を 行っ た。そ の結 果、署所 の統 廃 合を

行う 場合 には 、①西 消防 出張 所 、② 東能 代出 張所 、③藤 里分 署の 順に 検討 す るこ とが 妥

当で ある こと 、三種 町 の署 所の 再配 置 を行 うこ とに より 、運用 効 果の 向上 の可 能 性が あ

るこ とが 明ら か にな った 。

しか しな がら 、7 署 所 体制 や 6 署 所体 制で は、一部 の地 区に つ い て到 着状 況の 大 きな

低下 が避 けら れ ない こと から 、当 面 は 8 署所 体制 を維 持 する こと が妥 当で あ る。  

消防 車両 の適 正 配置 は 、8 署所 の配 置 案を 前提 とし て算 定 した 結果 、ポン プ車 や 救 急

車、救助 工作 車 の配 置 につ いて 検討 の 余地 があ るこ とが 示 され 、車両 の乗 換え 運 用の 状

況や 地域 の実 情 を踏 まえ て具 体的 に 検討 する こと が必 要 であ る。

本 調 査 は 、 主 に 消 防 力 の 運 用 効 果 と い う 側 面 か ら 消 防 力 配 置 に つ い て 検 討 を 行 っ た

が 、 消 防 力 の 整 備 方 策 の 検 討 に あ た っ て は 、 財 政 面 や 人 員 配 置 、 庁 舎 の 建 築 設 計 等 、

様々 な観 点か ら の検 討が 必要 とな る 。

今後 の消 防力 の 整備 にあ たっ ては 、署所 や 車両 を減 じる こ とに より 、消 防力 の 低下 や

安 全 管 理 体 制 が 損 な わ れ る こ と の な い よ う 、 指 揮 隊 の 充 実 や ポ ン プ 車 運 用 人 員 の 増 強

等、 部隊 の強 化 を図 って いく こと が 必要 であ ると 考え ら れる 。

本調 査の 結果 が 、検 討に あた って の 基礎 資料 の一 つと な れば 幸い であ る。
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